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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネック中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体と
　を備え、前記本体は、テーパが付いた部分を有し、前記本体の長手方向軸は、前記ネッ
ク中心軸に対して斜めに配置されており、前記本体は、大腿骨骨幹端部分を有し、前記本
体の前記大腿骨骨幹端部分は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネ
ック中心軸に対して垂直な前記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最
大高さ寸法は２３．９ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
【請求項２】
　前記最大高さ寸法が、２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、請求項１に記載の大
腿骨構成部品。
【請求項３】
　前記最大幅寸法が、１８．５ｍｍ以下である、請求項１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４】
　前記最大幅寸法が、１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、請求項３に記載の大腿
骨構成部品。
【請求項５】
　前記テーパが付いた部分は、矢状面及び冠状面で近位から遠位に向かってテーパが付け
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られている、請求項１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項６】
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、請求項５に記載の大腿骨構成部品。
【請求項７】
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記外表面に対して周
囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項８】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項７に記載
の大腿骨構成部品。
【請求項９】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１０】
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項９に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１１】
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項７に記
載の大腿骨構成部品。
【請求項１２】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネック中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にあり、テーパが付いた部分を有する本体と
　を備え、前記本体の長手方向軸は、前記ネック中心軸に対して斜めに配置されており、
前記本体は、大腿骨骨幹端部分を有し、前記本体の前記大腿骨骨幹端部分は、前記ネック
中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸に対して垂直な前記最大断面は
、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大幅寸法は１８．５ｍｍ以下である、大腿
骨構成部品。
【請求項１３】
　前記最大幅寸法が、１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、請求項１２に記載の大
腿骨構成部品。
【請求項１４】
　前記最大高さ寸法が、２３．９ｍｍ以下である、請求項１２に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１５】
　前記最大高さ寸法が、２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、請求項１４に記載の
大腿骨構成部品。
【請求項１６】
　前記テーパが付いた部分は、矢状面及び冠状面で近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、請求項１２に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１７】
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、請求項１６に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１８】
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記外表面に対して周
囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項１２に記載の大腿骨構成部品
。
【請求項１９】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項１８に記
載の大腿骨構成部品。
【請求項２０】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項１９に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２１】
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　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項２０に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２２】
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項１８に
記載の大腿骨構成部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、股関節インプラント装置及び関連する手術方法に関する。
関連出願の相互参照
　本願は、その全体を参照により本明細書に組み込んだ、２０１０年４月９日に出願され
た米国特許出願第６１／３２２，７５０号の有効性を主張するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、人工股関節全置換術（ＴＨＲ）は、患者の股関節の機能を修復させるために
、患者の股関節の種々の構成部品が人工構成部品で置換される外科的手技である。
【０００３】
　一般的なＴＨＲ手技の１つでは、人工臼蓋が患者の固有の臼蓋窩の代わりに移植され、
次いで大腿義足が患者の大腿骨中に移植される。この大腿義足は、人工臼蓋に係合する頭
部を有し、大腿義足／臼蓋の組み合わせが、固有の股関節に非常によく似て機能すること
を可能にする。しかしながら、人工股関節が患者の固有の股関節のように機能する能力は
、特定の患者に移植されたときに、人工股関節の構成部品が如何に良好に適合するかに依
存する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明で提供されるものは、股関節インプラント装置のための大腿骨構成部品と関連す
る手術方法である。大腿骨構成部品の一例では、中心軸を有するネックと、このネックに
対して遠位にある本体とを含む。この本体は、テーパが付けられた部分と、ネック中心軸
に垂直な最大断面とを有する。ネック中心軸に垂直な最大断面は、最大高さ寸法と最大幅
寸法を有し、その中で最大高さ寸法は約２３．９ｍｍ又はそれ未満であり、所望する場合
は２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間とすることができる。最大幅寸法は、１８．５ｍｍ
以下とすることができ、所望される場合は１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間とすること
ができる。
【０００５】
　いくつかの態様では、テーパが付けられた部分は、矢状面および冠状面で近位から遠位
に向かってテーパが付けられている。このテーパが付けられた部分は、断面の外側から内
側に向かって更にテーパを付けることができる。
【０００６】
　所望される場合、本体は外表面を有し、多孔質表面コーティングが、本体の表面に対し
て周囲に塗布されている。この多孔質表面コーティングは、プラズマ溶射法により塗布す
ることができる。この多孔質表面コーティングは、所望される場合は、例えばチタンのよ
うな金属を含むことができる。
【０００７】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品の別の例は、ネックと、ネックに対して遠位
にある本体とを含む。この本体は、テーパが付けられた部分と、遠位先端と中心軸とを有
するステム部分とを有する。ステム部分の中心軸に平行な軸に沿って、ネックと本体との
内側接合部分から測定された本体の長さは、約１２５ｍｍ以下とすることができる。例え
ば、本体の長さは、約１２５、１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、
８５若しくは８０ｍｍか、またはこれらより短くすることができ、あるいはこれらの間の
任意の値とすることができる。
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【０００８】
　この本体は、外側隆起部分を更に含むことができる。この装置は、三重テーパ状形状を
有することができる。この三重テーパ状形状では、テーパが付けられた部分は、矢状断面
と冠状断面で近位から遠位に向かってテーパが付けられ、並びに断面の外側から内側に向
かってテーパが付けられている。ステム部分は、所望される場合は大腿骨の骨幹部に配置
され、骨髄内管の皮質とは接触しない可能性がある。
【０００９】
　いくつかの態様において、本体は外表面を有し、並びに大腿骨構成部品はこの本体の表
面に対して周囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む。この多孔質表面コーテ
ィングは、ステム部分に対して近位で配置することができ、かつ所望される場合は隆起部
分を被覆することができる。多孔質表面コーティングは、プラズマ溶射法によって塗布す
ることができる。
【００１０】
　更に別の例では、股関節移植装置の大腿骨構成部品は、ネックと、ネックに対して遠位
にある本体とを含む。この本体は、テーパが付けられた部分と、遠位先端を有するステム
部分とを有する。このステム部分は、大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合に、ステ
ム部分が骨髄内管皮質に実質的に接触しないように、釣り合いがとられている。この本体
は、所望される場合は外側隆起部分を含むことができる。
【００１１】
　所望される場合に、大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、ステム部分は、骨髄内
管皮質との接触部を有さない。所望される場合に、大腿骨構成部品が大腿骨に移植される
場合、このステム部分は、骨髄内管皮質との接線方向の接触のみを有する。いくつかの例
において、ステム部分は中心軸を有し、ステム部分の中心軸に平行な軸に沿って、ネック
と本体との内側接合部から測定された本体の長さは、約１２５ｍｍ以下である。例えば、
本体の長さは、約１２５、１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５
若しくは８０ｍｍであるか、又はこれらより短くすることができ、あるいはこれらの間の
任意の値とすることができる。
【００１２】
　テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で近位から遠位に向かってテーパを付ける
ことができ、かつ断面で外側から内側に向かって更にテーパを付けることができる。これ
により、テーパが付けられた部分は、三重テーパが付けられた形状を有することができる
。
【００１３】
　所望される場合は、本体は外表面を有し、かつ大腿骨構成部品はこの本体の表面に対し
て周囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む。この多孔質表面コーティングは
、プラズマ溶射法によって塗布することができる。この多孔質表面コーティングは、所望
される場合は、例えばチタンのような金属を含むことができる。
【００１４】
　股関節手術中に大腿骨構成部品を移植させる方法の一例は、本体を含む大腿骨構成部品
を提供することと、大腿骨構成部品を患者の大腿骨に移植することとを含む。この例示的
方法では、対象者の大腿骨中に移植される場合に、大腿骨構成部品の本体の一部分が患者
の骨髄内管に入り、骨髄内管に入る部分が骨髄内管の皮質とは実質的に接触しない。所望
される場合には、骨髄内管に入る本体の部分は、骨髄管の皮質とは接触を有しない。所望
される場合には、骨髄管に入る本体の部分は、骨髄内管の皮質と、接線方向の接触のみを
有する。大腿骨構成部品は、所望される場合は、大腿骨の骨幹端で、患者の大腿骨内に実
質的に装着される。患者は、所望される場合はアジア系人である。
【００１５】
　別の例示的方法は、本体を含む大腿骨構成部品を提供すること（この本体は遠位ステム
部分を含み）と、手術処置中に、この大腿骨構成部品を患者の大腿骨内に移植することと
を含む。この例示的方法では、遠位ステム部分を包含する、大腿骨構成部品の本体の一部
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分が、患者の骨髄内管に入り、並びに対象者の大腿骨に大腿骨構成部品が移植される場合
、遠位ステム部分が骨髄内管の皮質とは実質的に接触しない。所望される場合には、骨髄
内管に入る本体の部分は、骨髄内管の皮質との接触を実質的に有さない。所望される場合
には、骨髄内管に入る本体の部分は、骨髄内管の皮質と接線方向の接触のみを有する。大
腿骨構成部品は、所望される場合は、大腿骨の骨幹端において、患者の大腿骨内に実質的
に装着される。患者は、所望される場合はアジア系人である。
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　股関節インプラントの大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを備え、前記本体は、テーパが付いた部分を
有し、前記本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸
に垂直な前記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大高さ寸法は約２
３．９ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
（項目２）
　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、項目１に記載の大
腿骨構成部品。
（項目３）
　前記最大幅寸法が、約１８．５ｍｍ以下である、項目１に記載の大腿骨構成製部品。
（項目４）
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、項目３に記載の大腿
骨構成部品。
（項目５）
　前記テーパが付いた部分は、矢状面及び冠状面で近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、項目１に記載の大腿骨構成部品。
（項目６）
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、項目５に記載の大腿骨構成部品。
（項目７）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目１に記載の大腿骨構成部品。
（項目８）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目７に記載の
大腿骨構成部品。
（項目９）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目７に記載の大腿骨構成部品。
（項目１０）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目９に記載の大腿骨構成部品。
（項目１１）
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目７
に記載の大腿骨構成部品。
（項目１２）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にあり、テーパが付いた部分を有する本体とを含み、前記
本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸に垂直な前
記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大幅寸法は約１８．５ｍｍ以
下である、大腿骨構成部品。
（項目１３）
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、項目１２に記載の大
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腿骨構成部品。
（項目１４）
　前記最大高さ寸法が、約２３．９ｍｍ以下である、項目１２に記載の大腿骨構成製部品
。
（項目１５）
　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、項目１４に記載の
大腿骨構成部品。
（項目１６）
　前記テーパが付いた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、項目１２に記載の大腿骨構成部品。
（項目１７）
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、項目１６に記載の大腿骨構成部品。
（項目１８）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目１２に記載の大腿骨構成部品。
（項目１９）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目１８に記載
の大腿骨構成部品。
（項目２０）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目１９に記載の大腿骨構成部品。
（項目２１）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目２０に記載の大腿骨構成部品。
（項目２２）
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目１
８に記載の大腿骨構成部品。
（項目２３）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記ステム部分は、中心軸を有し、前記ステ
ム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿って、前記ネックと前記本体との内側接合部か
ら測定された前記本体の長さが、約１２５ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
（項目２４）
　前記本体が、外側隆起部分を有する、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２５）
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２６）
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、項目２４に記載の大腿骨構成部品。
（項目２７）
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２８）
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、項目２３に記載の大腿骨構
成部品。
（項目２９）
　前記ステム部分が、大腿骨の骨幹部に配置され、並びに前記大腿骨の皮質に接触しない
、項目２３の項目に記載の大腿骨構成部品。
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（項目３０）
　前記本体が、外表面を有し、並びに前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対し
て周囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目２３に記載の大腿骨構成部
品。
（項目３１）
　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、項目
３０に記載の大腿骨構成部品。
（項目３２）
　前記本体が、外側隆起部分を有し、並びに前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部
分を被覆する、項目３０に記載の大腿骨構成部品。
（項目３３）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目３０に記載
の大腿骨構成部品。
（項目３４）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目３３に記載の大腿骨構成部品。
（項目３５）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目３４に記載の大腿骨構成部品。
（項目３６）
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目３０に記
載の大腿骨構成部品。
（項目３７）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場
合、前記ステム部分が骨髄内管皮質との実質的な接触を有しないように、前記ステム部分
は釣り合いがとられている、大腿骨構成部品。
（項目３８）
　前記本体が、外側隆起部分を有する、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目３９）
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管の皮
質との接触を有しない、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４０）
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管皮質
と接線方向の接触のみを有する、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４１）
　前記ステム部分が、中心軸を有し、前記ステム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿
って、前記ネックと前記本体との内側接合部から測定された前記本体の長さが、約１２５
ｍｍ以下である、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４２）
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４３）
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４４）
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、項目４１に記載の大腿骨構成部品。
（項目４５）
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、項目４１に記載の大腿骨構
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成部品。
（項目４６）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４７）
　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、項目
４６に記載の大腿骨構成部品。
（項目４８）
　前記本体が、外側隆起部分を有し、前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部分を被
覆する、項目４６に記載の大腿骨構成部品。
（項目４９）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目４６に記載
の大腿骨構成部品。
（項目５０）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目４９に記載の大腿骨構成部品。
（項目５１）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目５０に記載の大腿骨構成部品。
（項目５２）
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目４６に記
載の大腿骨構成部品。
（項目５３）
　股関節手術中に大腿骨構成部品を移植する方法であって、
（ａ）本体を備える大腿骨構成部品を提供することと、
（ｂ）前記大腿骨構成部品を患者の大腿骨内に移植すること、とを含む方法であって、
前記大腿骨構成部品の前記本体の一部分が、前記大腿骨の前記骨髄内管に入り、前記患者
の大腿骨に移植される場合、前記骨髄内管に入る前記部分は、前記骨髄内管の前記皮質に
実質的に接触しない、方法。
（項目５４）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接触を有しな
い、項目５３に記載の方法。
（項目５５）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接線方向の接
触のみを有する、項目５３に記載の方法。
（項目５６）
　前記患者がアジア系人である、項目５３に記載の方法。
（項目５７）
　前記大腿骨構成部品が、前記大腿骨の骨幹端で前記患者の大腿骨内に実質的に装着され
る、項目５３に記載の方法。
（項目５８）
　股関節手術中に、大腿骨構成部品を移植させる方法であって、
（ａ）本体を含み、前記本体が遠位ステム部分を含む、大腿骨構成部品を提供することと
、
（ｂ）前記大腿骨構成部品を、患者の大腿骨に移植させることと、を含む方法であって、
前記遠位ステム部分を含む、前記大腿骨構成部品の前記本体の一部分が、前記大腿骨の前
記骨髄内管に入り、前記大腿骨構成部品が患者の大腿骨内に移植される場合、前記遠位ス
テム部分は、前記骨髄内管の前記皮質と実質的に接触しない、方法。
（項目５９）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接触を有し前
記ない、項目５８に記載の方法。
（項目６０）



(9) JP 6016781 B2 2016.10.26

10

20

30

40

50

　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接線方向の接
触のみを有する、項目５８に記載の方法。
（項目６１）
　前記患者がアジア系人である、項目５８に記載の方法。
（項目６２）
　前記大腿骨構成部品が、前記大腿骨の骨幹端で前記患者の大腿骨内に実質的に装着され
る、項目５８に記載の方法。
【００１６】
　本発明の１つ以上の実施形態の詳細は、添付されている図面及び以下の説明に記載され
ている。本発明の他の特徴、目的、及び利点は、説明及び図面、並びに特許請求の範囲か
ら明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　種々の図面中の同様の参照記号は、同様の要素を指す。
【図１】本発明のいくつかの実施形態による、ステムレス股関節インプラントの側面図で
ある。
【図２】本発明の図１のステムレス股関節インプラントの断面図である。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による、ステムレス股関節インプラントの側面図で
ある。
【図４】本発明の図３のステムレス股関節インプラントの断面図である。
【図５】本発明のいくつかの実施形態による、ステムレス股関節インプラントの側面図で
ある。
【図６】図６Ａ～６Ｃは、本発明の図５のステムレス股関節インプラントの側面図、背面
図及び断面図である。
【図７】本発明のいくつかの実施形態による、ステム付き股関節インプラントの側面図で
ある。
【図８】本発明の図７のステム付き股関節インプラントの断面図である。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、大腿骨に移植されたステム付き股関節イン
プラントの側面図である。
【図１０】本発明の図９の股関節インプラント及び大腿骨の断面図である。
【図１１】本発明のいくつかの実施形態による、インプラントステムが大腿骨皮質と接触
しない、大腿骨に移植されたステム付き股関節インプラントの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　人工股関節（例えば、人工臼蓋、及び大腿義足など）の設計は、股関節及び大腿骨の解
剖学的構造における著しい違いによって複雑化される。股関節及び大腿骨の解剖学的構造
は、人種及び疾患型に基づいて変動することが知られている。例えば、発育性股関節異形
成症（ＤＤＨ）のアジア系の患者の大腿骨は、股関節疾患がない個人又は骨関節炎などの
ような別の股関節疾患を有する患者よりも、大きな大腿骨頸部前捻（ＦＮＡ）角度及び／
又はより狭い骨髄内管を有する場合がある。このようなアジア系人の患者はまた、湾曲し
かつ小さい大腿骨を有することもある。
【００１９】
　そのため、別の疾患型の患者又は別の人種の患者に移植される場合、白人の骨関節炎患
者のために設計された人工股関節の構成部品は、最適に機能しない。更に、ＤＤＨの患者
の解剖学的異常性（例えば、より大きなＦＮＡ角度又はより狭い骨髄内管）が、ＤＤＨの
患者にＴＨＲ処置を実施することの技術的困難さを増大させている。人工股関節インプラ
ントの機能の不良としては、術中の骨折のリスクの増加、痛みの増加、アンバランスな歩
行、微細動作及びインプラント構成部品と周辺の骨との間の緩み、インプラント構成部品
への不十分な支持、不良な初期プレス嵌合、インプラント破損率の増加、患者の運動性の
低下、並びに不良な人工股関節安定性などが挙げられる場合がある。
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【００２０】
　本発明で提供されるものは、股関節インプラント装置及び関連する手術方法である。装
置及び方法は、所望される場合は、アジア人患者に使用することができる。例えば、装置
及び方法は、所望される場合は、ＤＤＨ又は骨関節炎のような他の股関節病状を有するア
ジア人系患者に、使用されることができ、そのような患者のための股関節手術が示されて
いる。
【００２１】
　ここで図１～２を参照すると、股関節インプラントシステムのいくつかの実施形態は、
大腿骨に移植されるように構成された大腿骨インプラント１００を含む。大腿骨インプラ
ント１００は、大腿骨インプラント１００上の近位に配置されたネック部分１１０と、遠
位に配置された本体１２０とを含むことができる。大腿骨インプラント１００は、遠位方
向に配置された本体１２０の少なくとも一部分が、大腿骨内に外科的に形成された空隙の
内側に移植することができるように構成することができ、かつネック部分１１０は、ボー
ルおよび連結されたネック部分１１０を臼蓋の内側に配置することができるように、ボー
ルを受け入れることができる。この構成では、大腿骨インプラント１００は、その股関節
が損傷された患者又は股関節手術が意図されるようにその股関節が適切に機能しない患者
（例えば、機械的損傷、疾患、先天的病状、発育状態、加齢等による）に対して股関節機
能を修復させるために使用することができる。ネック部分１１０は、代替ボールを受け入
れるためのシャフト１１２と、シャフト１１２と本体１２０との間を移行するように機能
する移行部分１１４とを含むことができる。いくつかの実施形態において、シャフト１１
２は中心軸１１３を画定する。一例では、シャフト１１２は、中心軸１１３を備える、テ
ーパが付けられた円筒状のシャフトである。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、大腿骨インプラント１００は、患者での大腿骨インプラント
の使用が、低身長、湾曲した大腿骨等の患者の生理学的要素に基づいて制限されないよう
に構成することができる。例えば、本明細書に記載された装置は、アジア系対象者に使用
することができる。いくつかの例において、アジア系対象者は、ＤＤＨ、減少した大腿骨
頭部オフセット、増大した前捻角度、増大した大腿骨湾曲等を有する場合がある。いくつ
かの例では、大腿骨インプラント１００は、より小さい断面積を備えた大腿骨を有する患
者に移植されるために十分に小さい断面１３０を有する本体１２０を含むことができる。
別の例において、インプラント１００が大腿骨内の外科的に調製された空間の内部に配置
される場合、本体１２０は骨幹端の外科的に形成された空隙の内部に少なくとも部分的に
配置されるが、大腿骨骨幹部の骨髄内管には実質的に入らないように、本体１２０は十分
に短い全長を有する（図５に関連して大変詳細に記載される）。このいわゆるステムレス
設計では、本体１２０が大腿骨骨幹部には実質的に入らないために、インプラント１００
が大腿骨骨幹部の形態に依存せず、したがって、広範囲の大腿骨形態と併せて使用するこ
とができる。この場合、インプラント装置の装着の主要な部位における骨幹端及び骨幹部
は、手術プランニング及び患者への装置の装着の目的で、所望される場合は省略すること
ができる。更に、インプラント１００は、より低い身長の患者、例えば湾曲した大腿骨等
の特殊な形態を有する患者で好都合に使用することができる。
【００２３】
　ここで表１を参照すると、白人集団とアジア人集団との間で、大腿骨インプラントの適
合に影響を及ぼすような差異が存在する。表２は、アジア人ＤＤＨ患者とアジア人非ＤＤ
Ｈ患者との間を識別するパラメータにおいて有意な差があることを示している。病理が、
インプラントの適合に影響を及ぼすような、ＤＤＨ患者と非ＤＤＨ患者との間の異なる大
腿骨形態、特に異なる前捻角度へと導く。更にコンピューターシミュレーションは、最高
のグローバルブランドを含める現行の西洋人股関節インプラントが、２０％のアジア人患
者の大腿骨には適切に適合しないことを示唆している。いくつかの実施形態において、ス
テムレスインプラント１００（例えば、その本体１２０が、大腿骨骨幹部の骨髄内腔又は
骨髄内管に実質的に入らないようなインプラント１００）は、伝統的な大腿骨インプラン
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トよりも一層適切であるかもしれない。
【００２４】
【表１】

【００２５】
【表２】

　大腿骨インプラント１００は、以下でより詳細に説明されるように、本体１２０の近位
部分１２２を含み、これは大腿骨の寸法での変化を許容するために三方向にテーパが付け
られている。いくつかの実施形態において、領域１２３は、インプラント１００とインプ
ラントが移植される大腿骨との間の強化された境界面を促進するための表面処理を含むこ
とができる。例えば、この近位部分１２２内に配置された領域１２３は、領域１２３の表
面に対して周囲に塗布された多孔質コーティングを含むことができる。いくつかの実施形
態では、この多孔質領域は、プラズマコーティングプロセスを介して、塗布することがで
きる。このプロセスは、インプラント１００を実質的に修正又は弱体化させることなく、
多孔質表面（骨成長及び接着を促進するための）を好都合に付加することができる。いく
つかの実施形態において、プラズマコーティングは、塗布されたコーティングにその機能
を果たさせるような特徴を有する任意の生体適合性材料を含むことができる。例えば、こ
のコーティングは、チタン合金、コバルトとクロムの合金等を含むことができる。本体１
２０は、近位部分１２２に対してある角度で存在する遠位領域１２４を含むことができる
。本体１２０は、遠位先端部分１２６を含むことができる。いくつかの実施形態において
、先端部分１２６は、２ｍｍの半径を有するエッヂを備えた５ｍｍの幅を有するような鈍
頭形状に構成することができる。いくつかの実施形態では、鈍頭の遠位先端部分１２６は
、製造に有利に影響を及ぼすことができる。
【００２６】
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　ここで図２を参照すると、インプラント１００は、軸１１３（図１）に対して垂直であ
る、本体１２０内の平面状断面１３０を含有し得る。図示されたように、断面１３０は、
軸１１３に対して垂直であるような本体内の最大断面積を実質的に呈する。本体１２０の
部分（例えば、断面１３０、領域１２３、近位部分１２２の部分等）は、インプラント１
００と大腿骨の骨幹端の少なくとも一部分との間の摩擦嵌合を提供するよう構成すること
ができる。断面１３０は、断面１３０を画定することができる幅１３２と高さ１３４とを
含むことができる。いくつかの実施形態において、高さ１３４と幅１３２は、インプラン
ト１００を、より低い身長の患者（例えば、アジア人集団の構成員、若年患者、より小さ
い大腿骨を有する患者等）に好都合に移植することができるように十分に小さい。例えば
、インプラント１００は、サイズが異なる大腿骨に適応可能であるように複数のサイズで
使用可能とすることができる。表３は、断面１３０の高さ１３４と幅１３２のいくつかの
例、又はそれらの組み合わせ例を表示している。
【００２７】
【表３】

　いくつかの実施形態では、断面１３０は、約２３．９ミリメートル（ｍｍ）以下の高さ
１３４と、約１８．５ミリメートル（ｍｍ）以下の幅１３２とを含むことができる。いく
つかの例において、高さ１３４は、２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間の任意の値とする
ことができる。例えば、高さは、２０．３、２０．４、２０．５、２０．６、２０．７、
２０．８、２０．９、２１．０、２１．１、２１．２、２１．３、２１．４、２１．５、
２１．６、２１．７、２１．８、２１．９、２２．０、２２．１、２２．２、２２．３、
２２．４、２２．５、２２．６、２２．７、２２．８、又は２２．９ｍｍとすることがで
きる。いくつかの実施形態では、幅１３２は１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間の任意の
値とすることができる。例えば、幅は、１５．７、１５．８、１５．９、１６．０、１６
．１、１６．２、１６．３、１６．４、１６．５、１６．６、１６．７、１６．８、１６
．９、１７．０、１７．１、１７．２、１７．３、１７．４、１７．５、１７．６、１７
．７、１７．８、１７．９、１８．０、１８．１、１８．２、１８．３、１８．４、又は
１８．５ｍｍとすることができる。高さ１３４と幅１３２の他の組み合わせも使用するこ
とができることが理解されるべきである。例えば、インプラント１００は、術前検査（例
えばＸ線検査、ＭＲＩ検査等）、手術処置中に取得された情報（例えば、切除中に大腿骨
に作られた空隙のサイズ）などに従って、外科医によって選択することができる。
【００２８】
　上記のようなインプラント１００の種々の構成部品は、インプラント１００がその機能
を果たすことを可能にするような特徴を有する任意の生体適合性材料から製造されてもよ
い。種々の生体適合性金属、プラスチック、及びセラミックスが、インプラント１００の
構成部品を製造するために使用されてもよい。例えば、ネック１１０、本体１２０等は、
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任意の高強度生体適合性材料から製造されてもよい。例としては、コバルトとクロムの合
金、チタン合金、及びステンレス鋼合金が挙げられる。例示的一実施形態において、臼蓋
は、例えば超高分子量ポリエチレンのような生体適合性耐摩耗性材料から作られた内表面
を有する金属で裏打された臼蓋であってもよい。
【００２９】
　上記の例示的一実施形態によるインプラント１００は、いくつかの手術手技を使用して
移植されてもよい。許容可能な外科的手技の例としては、後方、側方、前側方及び前方ア
プローチ、並びに転子骨切除術が挙げられる。更には、二重切開術、最小侵襲術、コンピ
ューター誘導外科的手技も採用されてもよい。人工股関節の構成部品の移植で使用されて
もよい種々の手術手技及び手術機器は、双方ともにその全体を参照により本明細書に組み
込んだ、Ｗｈｉｔｅｓｉｄｅらへの米国特許第５，３４２，３６６号及びＢｏｈｎへの米
国特許第５，５０７，８３３号に教示されている。
【００３０】
　ここで図３～４を参照すると、インプラント１００は、実質的にはネック部分１１０と
本体１２０との間の境界面にある断面１４０を含むことができる。簡単に言うと、使用の
際に、インプラント１００が大腿骨内の外科的に調製された空隙の内部に移植される場合
、断面１４０は、大腿骨の残存する近位部分に実質的に同一平面にすることができる断面
を呈する。これらの実施形態において、断面１４０は、断面１３０よりも小さくすること
ができ、かつに断面１４０は、インプラント１００と大腿骨の皮質との間に摩擦嵌合をも
たらさない場合があり、したがって、外科的に変更された大腿骨の近位端上へのストレス
を好都合に最小化する。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、インプラント１００は、ネック部分１１０と本体１２０
との間の境界面の近くに配置されたオリフィス１０２を含むことができる。使用の際に、
外科的ツールを、このオリフィス１０２に挿入することができ、大腿骨内へのインプラン
ト１００の配置において支援するよう使用することができる（例えば、更なる活用を供給
するため、大腿骨内のインプラント１００の位置合わせを補助するため等に使用）。
【００３２】
　ここで図５を参照すると、インプラント１００は、インプラント１００が多様な形態を
呈する大腿骨内に移植されることを可能にする特徴を含むことができる。例えば、実質的
に大腿骨骨幹部には入らないような、より短い本体１２０は、インプラント１００が、異
なる形状の大腿骨（例えば、より小さい大腿骨頭部オフセットを有する、より大きな湾曲
角度を有する、より大きな前捻角度を有する等の、長さが短い大腿骨）を有する患者に使
用されることを可能にする。図４と関連付けて前述したように、インプラント１００は、
外科的に変更された大腿骨に移植される場合、大腿骨の外側エッヂと実質的に同一平面に
なる断面１４０を含むことができる。インプラント１００は、断面１４０によって画定さ
れる平面とシャフト１１２の近位面１１８との間で画定されるネックオフセット１１６を
含むことができる。インプラント１００が外科的に変更された大腿骨内に移植される場合
、特定の寸法を、大腿骨によって画定される中心軸１０４（例えば、大腿骨の中央シャフ
ト）から測定することができるように、インプラント１００を構成することができる。例
えば、本体オフセット１０５は、軸１０４とシャフト１１２の近位面１１８上の点１１９
との間で存在することができる。点１１９は、軸１１３が近位面１１８と交差する場所で
の点であると定義することができる。別の実施形態において、断面１４０は、断面１４０
の下方部分上にある点１４２（図４参照）を含むことができる。このように、本体長さ１
２１は、中心軸１０４に平行であるベクトルに沿った長さとして定義することができ、点
１４２と中心軸１０４に垂直である平面１２５によって囲まれ（すなわち、本体長さ１２
１）、かつ先端部分１２６の外側先端１２７に接触する。本体長さ１２１、ネックオフセ
ット１１６、及び本体オフセット１０５の例は、表４で確認することができる。いくつか
の実施形態において、１３２°の角度１０６が、軸１０４と軸１１３の間に存在すること
ができる。
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【００３３】
【表４】

　ここで図６Ａ～６Ｃを参照すると、インプラント１００は、異なる形態を有する大腿骨
でのインプラントの使用を実質的に制限しないと同時に、本体１２０の断面積を好都合に
最大化することができる三重テーパ設計で構成されることができる。三重テーパ設計は、
本体１２０の少なくとも一部分が、三平面でテーパが付けられているように構成される。
いくつかの実施形態では、三重テーパ形状の本体１２０は、近位大腿骨とは類似しない形
状であり、このため、この三重テーパ形状は、予想可能な方法ではあるが、浸透の深さが
ほとんどない方法で、大腿骨の不規則な管に安定化させることができる。大腿骨管は、骨
幹端の装填を増加させるために役立つ可能性があるインプラント設計にテーパが取り入れ
られているこれら平面でもまた、テーパ状になることが知られている。いくつかの実施形
態において、この三重テーパ設計は、非テーパ付設計では他の方法では可能ではないかも
しれない大腿骨形態に、インプラント１００が対合することを補助している。いくつかの
場合では、好都合にテーパが付けられていないようなインプラントは、大腿骨の内側に適
切に装着するためにはより小さい断面積を必要とする可能性があり、このために、インプ
ラントが脆弱化される可能性がある。これらのインプラントはまた、特定の大腿骨形態（
例えば大腿骨の湾曲）によっても制限される可能性がある。図６Ａ～６Ｃそれぞれは、３
つのテーパのうちの１つを図示している。図６Ａは、外側面１６０と内側面１６２が見え
るように、冠状面でのインプラント１００（インプラントが大腿骨内に移植される場合）
を示している。テーパ角度１６１は、冠状面内の外側面１６０と内側面１６２との間で画
定される。いくつかの実施形態では、テーパ角度１６１は、約５．０°である。図６Ｂは
、前面１６４と後面１６６が見えるように、矢状面でのインプラント１００（大腿骨に移
植された場合）を図示する。テーパ角度１６５は、矢状面内の前面１６４と後面１６６と
の間で画定される。いくつかの実施形態では、テーパ角度１６５は、約１２．０°である
。図６Ｃは、前面１６４と後面１６６が見えるように、横断面でのインプラント１００の
断面（大腿骨に移植された場合）を図示している。テーパ角度１６７は、横断面内の前面
１６４と後面１６６との間で画定される。いくつかの実施形態では、テーパ角度１６７は
、約８．５°である。
【００３４】
　ここで図７を参照すると、いくつかの実施形態において、股関節インプラントシステム
は、大腿骨に移植されるよう構成された、ステム付き大腿骨インプラント２００を含むこ
とができる。インプラント１００と同様に、大腿骨インプラント２００は、大腿骨インプ
ラント２００上で近位に配置されたネック部分２１０と、遠位に配置された本体２２０と
を含むことができ、これによって、遠位に配置された本体２２０の少なくとも一部分を、
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が、ボールと連結されたネック部分２１０を股関節のソケット関節の内側に配置すること
ができるように、ボールを受け入れることができる。ステム付き大腿骨インプラント２０
０は、インプラント２００が大腿骨内に移植される場合、骨髄内管内に配置される遠位ス
テム部分２２４を含む。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、大腿骨インプラント２００は、患者での大腿骨インプラ
ントの使用が、例えば低身長、湾曲した大腿骨等の患者の生理学的要素に基づいて制限さ
れないように構成することができる。例えば、大腿骨インプラント２００は、より小さい
断面積を有する骨髄内管を有する大腿骨を持つ患者に移植されるのに十分なほどに小さい
断面２３０を有する本体２２０（図８参照）を含むことができる。
【００３６】
　表５は、いくつかの断面２３０の高さ２３４と幅２３２の組み合わせ例を表示している
。異なる寸法を有する大腿骨において、高さ２３４と幅２３２の他の組み合わせも使用す
ることができることが理解されるべきである。別の例において、本体２２０は、インプラ
ント１００が大腿骨内及び／又は骨髄内管内の外科的に調製された空間に配置される場合
、本体２２０の長さが、短い大腿骨、湾曲した大腿骨等を有する患者におけるインプラン
ト２００の使用を妨害することがないように、十分に短い全長を有することができる（以
下により詳細に説明されている）。
【００３７】
　この設計では、ステム部分２２４の外側ステム径２２５は、ステム部分２２４が大腿骨
の骨髄内管の皮質に実質的に接触しないように、十分に小さい。いくつかの場合には、直
径２２５は、骨髄内管の直径よりも著しく小さい可能性があり、かつ／又はステム部分２
２４が骨髄内管皮質に顕著に接触することなく湾曲した大腿骨の内側に配置することがで
きるように、本体２２０の長さが十分に短い可能性がある。所望される場合は、装置の本
体は、その骨髄内管内に配置されている本体部分の全長に沿って、骨髄内管の皮質に実質
的に接触することはない。これらの場合、本体の周囲は、その骨髄内管内に配置されてい
る本体部分の長さに沿って、近位から遠位にいたるそれぞれの対応する位置で、骨髄内管
の周囲よりも短い。所望される場合には、本体の一部分が骨髄内管の皮質と接触している
が、そのステム部分は、骨髄内管の皮質と実質的に接触していない。わずかな接触として
は、図９～１１に示された接線方向での接触が挙げられる。
【００３８】
　ステム部分２２４、又はいくつかの場合には全本体部分２２０は、骨髄内管の皮質に実
質的には接触していない場合があるために、対象者でのインプラントの適合は、大腿骨骨
幹の形態にはより依存せず、したがって、広範囲の大腿骨形態に併せて使用することがで
きる。この場合、装置の主要装着が、患者の大腿骨の骨幹端領域に提供される。インプラ
ント２００は、より低い身長、湾曲した大腿骨のような特殊な形態を有する患者等で所望
される場合は使用することができる。所望される場合には、この装置は、アジア系人の患
者で使用される。
【００３９】
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【表５】

　大腿骨インプラント２００は、大腿骨の寸法の変化を許容するために、テーパが付けら
れている本体２２０の近位部分２２２を含むことができる。いくつかの実施形態において
、領域２２３は、インプラント２００とその中にインプラントが移植される大腿骨との間
の強化された境界面を促進させるための表面準備を含むことができる。例えば、領域２２
３は、近位部分２２２の一部分の外周の周りに実質的に連続する多孔質表面を含むことが
できる。いくつかの実施形態において、多孔質領域は、プラズマコーティングプロセスを
介して塗布することができる。このプロセスは、インプラント２００を実質的に修正した
り或いは弱体化させることなく、多孔質表面（骨成長及び接着を促進させるための）を好
都合に付加することができる。
【００４０】
　ここで図７～８を参照すると、インプラント２００は、多様な形態を呈する大腿骨にイ
ンプラントを移植可能にするような特徴を含むことができる。例えば、より短い本体２２
０は、異なる形状の大腿骨（例えば、長さが短い、曲率が異なる等）を有する患者でイン
プラント２００が使用されることを可能にすることができる。インプラント２００は、よ
り保存的な切除手技が実行されないような大腿骨への移植に対応するように構成された外
側隆起領域２４０を含むことができる。例えば、いくつかの大腿骨切除手技（例えば、ス
テムを有する大腿骨インプラントを移植する場合に使用されるような手技）は、保存的手
技よりも多くの実体の除去を免れない。例えば、大腿骨頸部の外科的切除を通してそれが
挿入される場合に、相当な長さと嵩のステムは、骨髄管の曲線に対処しない場合がある。
これらの場合、インプラントの遠位軸を大腿骨の骨幹部に一直線にそろえるような直線状
の挿入を可能にするために、上方頸部の一部分及び大転子部が切除されてもよい。これら
例において、インプラント２００は、切除中に残された上方頸部及び大転子部内の空隙を
少なくとも部分的に埋めることができる側面隆起領域２４０を好都合に含有することがで
きる。この空隙を少なくとも部分的に詰めることは、別の方法で空隙に移動する可能性が
ある摩耗破片に対する有害反応のような、合併症の可能性を減らすことができる。インプ
ラント２００は、断面２３０によって画定される平面とシャフト２１２の近位面２１８と
の間で画定されるネックオフセット２１６を含むことができる。インプラント２００が外
科的に変更された大腿骨に移植される場合、特定の寸法が、ステム部分２２４によって画
定される中心軸２０４から測定され得るように、インプラント２００は構成されることが
できる。例えば、本体オフセット２０５は、軸２０４とシャフト２１２の近位面２１８上
の点２１９との間に存在することができる。点２１９は、軸２１３が近位面２１８と交差
する点として定義することができる。別の実施形態において、断面２３０は、断面２３０
の下部部分上の点２３２を包含することができる（図８参照）。このように、本体長さ２
２１は、中心軸３０４に平行なベクトルに沿った長さとして画定することができ、かつ点
２４２と中心軸２０４（ひいては本体長さ２２１）に垂直である平面２２９とによって囲
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まれており、かつ先端部分２２６の外側先端２２７に接触する。本体長さ２２１、ネック
オフセット２１６、及び本体オフセット２０５の例は、表６で確認することができる。い
くつかの実施形態では、１３２°の角度２０６が、軸２０４と軸２１３との間に存在する
ことができる。
【００４１】
【表６】

　ここで図９～１１を参照すると、インプラント２００が大腿骨１０に移植される場合、
本体の少なくとも一部分、例えばステム部分２２４の一部分が、大腿骨骨幹部の骨髄内管
１２内に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、ステム２２４のこの部分は、周辺
の皮質と摩擦嵌合を形成しない。これら実施形態では、図１１に示されたように、ステム
２２４は、皮質１４と接触しなくてよく、又は図１０に示されたように、皮質と接線方向
でのみ接触してもよい。いくつかのオプションの場合では、骨髄内管内に存在する本体の
部分が、摩擦嵌合をもたらすために、皮質に接触しない。
【００４２】
　本発明のいくつかの実施形態が説明されてきた。しかし、種々の修正が、発明の精神及
び範囲を逸脱しない限りにおいてなされてもよいことが理解されるであろう。したがって
、他の実施形態は、以下の特許請求の範囲の範囲内にあるものとする。本明細書全体で使
用されるとき、用語「例示的（ｅｘｅｍｐｌａｒｙ）」は、例（ｅｘａｍｐｌｅ）を意味
する。このため、「例えば（ｆｏｒ　ｅｘａｍｐｌｅ）」、及び「寸法例は（ｅｘｅｍｐ
ｌａｒｙ　ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ　ｉｓ）」並びに「例（ｅｘａｍｐｌｅ）」、或いは「所
望される場合の寸法（ｏｐｔｉｏｎａｌ　ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）」及び「他の例（ｏｔｈ
ｅｒ　ｅｘａｍｐｌｅｓ）」又は「所望される場合の寸法（ｏｐｔｉｏｎａｌ　ｄｉｍｅ
ｎｓｉｏｎｓ）」もまた使うことができる。
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【図３】 【図４】
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【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図７】 【図８】
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